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　民事裁判における IT 化法案（「民事訴訟法等の一部を改正する法律」）が
成立したことをきっかけに、IT 技術および人工知能技術の導入が急速に
発展しています。
　本書では第 1部で「人工知能と法」分野の歴史、次に法律における推論に
ついての基礎的な知識を説明し、第 2部では法律への具体的な人工知能の
技術の詳細について紹介しています。現在の法学に対する人工知能の到達
点と、今後の日本の社会像が見えてくる充実の一冊。
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